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めざす学校の姿
明るく、笑顔のある学校  安心、安全な学校  家庭、地域に開かれた学校

奥州市立稲瀬小学校
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学区の概要

奥州市江刺の西部に位置し、北上市、金ケ崎町と接している農村地帯。主な産業は

稲作、りんご栽培、野菜栽培、畜産等であるが、兼業農家が多い。近隣には複数の1工

業団地があり、主要道が整備されている。学校周辺は旧稲瀬村の中心地であり、地区

センター、郵便局、駐在所、保育所などがすく
・
近くにある。歴史的な遺跡も数多い。

また、郷土芸能は鹿踊りを中心に各地区で伝承され、学校でも総合的な学習の一環と

して、地域との連携のもと積極的に取り組んでいる。

明治 6年

41年 4月

大正 9年 9月

昭不□5年 4月
22年 4月

33年 11月

40年 3月

44年 4月

46年 3月

47年

47年 11月

55年 3月

59年 7月

学校の沿革
倉沢 。上門岡・石関・下門岡 。三

照の 5小学校創立
倉沢尋常小学校に三照 。上門岡・

下門岡の 3校統合、稲瀬尋常小学
校と改称

内門岡分教場設置

学校田の耕作開始

稲瀬村立稲瀬小学校と改称

江刺市立稲瀬小学校と改称

校歌制定

石関分校廃止

上関岡分校廃止

校章制定

稲瀬小学校創立100周年記念式典挙行

校舎改築落成

プール落成

平成 1年 10月

4年 5月

7年 10月

9年 3月

10年 2月

15年 10月

18年 2月

24年 2月

27年 10月

11月

江刺市教育委員会指定学校公開研

究会開催「算数科」

稲瀬小学校鹿踊り育成会結成

江刺市教育委員会指定学校公開研

究会開催「理科」

屋内運動場新築落成

銀河国体開会式で鹿踊り公演

稲瀬小学校創立130周年記念式典挙行

市町村合併により奥州市立稲瀬小

学校と改称

鹿踊り20周年記念事業

奥州市教育委員会指定学校公開研

究会開催「社会科 。生活科」

「金津流鶴羽衣鹿踊り伝承活動」

がいわてユネスコ文化賞受賞

精 の森

昭和 54年 6月、児童の野外観察学習の場として、学校の南側の傾斜地を整備。植
樹などを進めた。故郷の先人の業績をしのび、いくつかの記念碑も建立されている。
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進んで学ぶ子 思いやりのある子 健康な子

○漢字計算の力をつけよう

【数値目標】

期末漢字・計算テス トで

90点以上
(64人以上達成 )

1回日での合格を

家庭学習をしよう
【数値目標】
1学期…学年×10分以上
2・ 3学期… 1学期+10分
(57人以上達成 )

○につこり言葉をつかおう
【数値目標】
言葉のレス トランで
80点以上
(57人以上達成)
○たくさん本を読もう
【数値目標】
1・ 2年 100冊以上
3・ 4年  80冊 以上
5・ 6年  40冊 以上
(64人以上達成 )

○朝マラソンをしよう
【数値目標】
校庭を200周以上
(57人以上達成)
○なわとびをしよう
【数値目標】
1年…20点  2年…25点
3年…30点  4年…35点
5年…40点  6年…45点
(57人以上達成)_

早寝・早起きをしよう
【数値目標】
起床・1・ 6時 30分まで
就寝…低21時、高21時 30分、
(57人以上達成)

読書をしよう
【数値目標】
10分以上
(57人以上達成 )

「かしこく」育てるために 「やさしく」育てるために 「たくましく」育てるために

く「学力向上」の実践〉

指導方法の工夫や教材研

究の成果を発揮し、基礎学

力の定着を図る指導を行い、

学力の向上をめざす。

〈「心の教育」の実践〉

心の教育を推進し、コミ

ュニケーション能力などを
か

伸ばす指導を行い、心身と

もに健全な児童の育成をめ

ざす。

く「健康促進」の実践〉

基本的生活習慣を身に付

けさせる指導を行い、健康

で、安全な生活ができる児

童の育成をめざす。

<学校経営方針>
1 特色ある校風づくり
あいさつ、朝マラソン、稲小鹿踊り

2 人づくり
3 望ましい人間関係づくり
4 教育環境づくり
5 校内研究計画の推進、充実

<本年度の重点>
1 創意と活力に満ちた学校経営 口学級経営
2 子どもの学習意欲を引き出す学習指導の充実と学力の向上
3 豊かな人間性を育む「心の教育」の充実
4 外国語教育の充実
5 身の安全、身の健康について考え、実践できる子どもの
育成
6 特別支援教育の充実
7 校内研究の計画的運営と研究の充実
8 復興教育の計画 口実践 (副読本の計画的活用)


